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消費税率引き下げの地方財政への影響 R７年度決算審査について

　来年４月 1 日より飲食料品消費税率の臨時的な引
き下げ（消費税率１％）が予定されています。長引
く物価高騰に直面している国民の暮らしや家計を直
接的に支援する施策としては一定の理解はしている
ものの、地方自治体にとっては、社会保障費を支え
る重要な基幹資源であり、地方財政に与える影響は
看過できません。
　松江市議会では、国において食料品等の消費税引
下げを実施するにあたり、次の事項を確実に履行さ
れるよう強く要望をしています。

①地方消費税交付金および地方交付税の減収分につ
いては、「地方特例交付金」等の確実な財源措置を
講じ、確実に補填すること。

②各自治体が円滑に次年度予算を編成できるよう早
期に算定基準とスケジュールを提示すること。

③２年間の時限措置終了後、新たな給付制度に移行
する際には、現場の実務に配慮した簡素で実効性
のある制度設計を行うこと。

　９月定例会において、令和７年度決算について審
査しました。主な意見を抜粋します。
①松江市の経営収支比率の微増、将来負担比率の大

幅な上昇が見られ、財政健全化のため、国の補助
制度や有利な地方債の適切な活用で事業計画を着
実に実施されたい。

②教育委員会、医療、福祉等の各機関が連携し、妊
産婦をはじめ乳幼児、児童、生徒まで切れ目のな
い母子支援体制に取り組まれたい。

③看護、保育、介護分野での人材確保。また、農林
水産業に対し持続可能な対策支援。また商工業に
おいては、商工会議所や商工会等と連携し、技術
承継を進めるなど、持続可能な産業基盤の構築に
努められたい。

④道路、橋梁、河川、排水路等のインフラの老朽化
対策や緊急浚渫を計画的に進め地域要望に迅速に
対応すること。また、頻発する豪雨や災害を想定
した避難体制を強化し、消防団員確保や要配慮者
支援、防災、減債対策に取り組まれたい。

松江市中学生議会が行われました

　８月２２日に「松江市中学生議会」が開催されました。中学生議
会は、中学生が地域の課題について話し合い、議員や行政へ直接提
案や質疑を行うことで、民主主義や地方自治を実践的に学ぶ主権者
教育の取り組みです。実際の議場や設備を使い、議員の仕事や役割
を体験するものです。
　地域社会への関心を高めるため、自分たちの暮らすまちの課題を
自分事として考え、解決策を探りました。若者ならではの柔軟な発
想を市政への提言として形にし、社会への主体的な参画意識を育く
まれたと思います。

　秋冷の候、地域の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。猛暑の夏もいつしか過ぎ、
朝晩が寒くなってきました。
　さて、今回のたよりは、先日閉会いたしました「９月定例会」における審議内容を中心に報告い
たします。「９月定例会」は前年度の予算がどのように使われたかを厳しく
チェックする「決算審査」が各委員会でありました。市民の皆様からお預か
りした大切な税金が、効果的に活用されているか、活発な議論が交わされま
した。本誌を通じて、市政の現状と議会の動きを身近に感じていただければ
幸いです。
　今後も「気になる！」をキーワードに、皆様とともに「笑顔でわくわくす
る松江市」を望み、頑張っていく所存です。市民の皆様に開かれた、分かり
やすい議会広報に努めてまいります。

松江市中学生議会の様子 ( 松江市 HP より引用 )
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　バンダイナムコ アリーナ 松江が完成
　松江市総合体育館 ( 愛称「バンダイナムコ アリー
ナ 松江」) の増築棟が完成し、内覧してきました。ラ
ウンジ及びＢＯＸ席が１０区画あり、バスケ観戦が出
来るようになっています。また、センタービジョン及
びおリボンビジョンも増設され、素晴らしい施設にビ
ルドアップしました。
　設計、建築、運営をまとめて契約する発注方式で今
後１０年間維持・管理・運営が行われます。

定例会６月・９月一般質問の内容
　　　　　　　　　　　　　( 概略抜粋 )
　　　　　＊詳細は松江市市議会HPでご確認ください

　６月
①【質問】小中学生の体験事業の安全性への配慮につ

いて、しじみ漁師と行く体験事業の内容と、乗船
定員数や中止の判断基準、保険等について

【回答】松江市の伝統産業であるしじみ漁や、その漁場
である宍道湖の自然環境への理解を深め、松江に対
する愛着と誇りを醸成し、自ら学ぶ意欲を高めるこ
とを目的に実施。船の定員は小型船舶操縦免許を保
有する船長と、児童 6 名、教員もしくは学校支援ボ
ランティアの計 8 名。中止の判断は学校と宍道湖漁
業協同組合の相談で前日もしくは当日朝に決定。万
が一の場合は日本スポーツ振興センターの保険が適
用される。ライフジャケットの着用、救助船の随伴、
緊急時の連絡体制の確認など安全に十分配慮した体
制で実施している。

②【質問】プラスチック製容器包装がリサイクルする
までの流れについて

【回答】収集車で回収した後に、川向リサイクルプラザ
に搬入後、手選別で汚れのひどいものや不適物を取
り除いた後に、圧縮梱包している。その後、日本容
器包装リサイクル協会の指定するリサイクル事業者
へ原料として搬出。事業者で破砕や洗浄などの工程
をへて、パレットや日用雑貨、園芸農業資材、再生
樹脂などに再商品化している。

③【質問】たき火の際の消防署への届け出について
【回答】今年１月から５月の間に届出があった全 1,276 件

のうち、電話による届出が 1,260 件、４月 22 日か
ら新しく受付を開始したしまね電子申請サービスに
よる届出が５件、その他、窓口での届出が 11 件あっ
た。

　９月

①【質問】防災井戸の有用性と整備手順について
　２月定例会では災害時の地下水ガイドラインについ

て質問しました。熊本は２０１６年および本年の地
震において、広域ネットワークである水道管路が寸
断される中、地下水を用いた防災井戸は命をつなぐ
分散型インフラとして機能しました。そこで松江市
における防災井戸について質問しました。

【回答】災害時に活用できる井戸の実態把握の調査が必
要であると認識している。調査の実施に当たっては、
本市が毎年度末に実施している、市内各地域の自主
防災組織へのアンケートに井戸についての調査項目
を加えることや、国が災害時協力井戸の普及に向け
て構築しております。

　深井戸の位置情報デー
ターベースが年内には希
望する市町村に提供され
ることから、これらを活
用した上で、市内井戸の
実態調査を進める考えで
ある。

②【質問】横断歩道等の緊急処置および今後の計画に
ついて

　宍道町内の横断歩道は８月に調査したところ１１７本
あり、個人的な判断ですが約 40％が薄れていました。

【回答】横断歩道の標示に係る早期修繕の実施について
は今年３月に市長から、管理者の県警察本部長に直
接要請をした。また、８月には県知事要望において
必要な予算を確保し迅速に補修実施を要望。

※他、以下の質疑をしました
③道路愛護団以外の生活道路の草刈りについて
④運動公園や学校の校庭などの芝生の管理について

　定例会の内容につきまして、松江市ホームページで
見ることができます。サイト内の情報はマナーを守り、
ご覧ください。
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定例会配信動画
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